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EDITOR’s CORNER 

編集長 Bruce Leybourne のコメント 

（柴 正博 訳） 

 

 私たちのNCGTジャーナルのミッション・ステート

メントは，私たちの惑星の有効な包括的作業モデルの

探求にあります（挿入：ニュースレターの目的，Dickens 

and Choi, 1996参照）．私がNCGTのコミュニティに参

加したのは，日本のつくば会議（1998年）に出席した

のが最初でした．そこで私は故 Mac Dickens と Dong 

Choi（NCGT の編集長兼創設者）に会った．NCGT の

設立は 1992年，ワシントンDCでの会議の後に始まっ

た．親友であり同僚でもある Chris Smoot（NCGTの元

編集長）の勧めで，私はサージテクトニック理論を用

いた ENSO気候現象に対するテクトニック渦の変調効

果を発表した（Leybourne, 1998, NCGT Newsletter, No. 6, 

pp. 5-8）．他にも素晴らしい発表が多数あった． 

 このように，私たちは長年にわたり，地殻力学的な

モデルや考え方，重力や磁場の概念，さらには気候変

動，異常気象に関連した自然災害，地震，太陽活動に

関連したある種の山火事発生など，環境科学全般のト

ピックを探求してきた．私たちは，レンチモデル

（Storetvedt）、膨張モデル（Maxlow），サージ理論

（Meyerhoff），テクトニクス領域が海洋/大気循環モデ

ルに類似していると仮定することによるテクトニクス

の探求，すなわち渦の概念を含む従来の流体力学を用

いたテクトニクスを探求してきた．また，太陽誘導

（Gregori）や恒星トランスフォーマー（Leybourne）の

太陽結合モデルから，潮汐によって駆動される地球の

内因性エネルギーについても探求した．テクトニック

統一理論はまだ模索中であるが，地震に関連する太陽

プロトン（Straser and Cataldi など）や太陽誘導モデル

（Gregori and Leybourne）など，太陽との関連性を解明

する最近の進歩を考慮すると，テクトニック統一理論

を探求する道筋は確かなようである．宇宙天気予報を

テクトニック・モデリングに取り入れ，太陽と惑星の

電磁気的影響を考慮することは確かな探求の道である

ように思われる．このような，より焦点を絞った研究

へとシフトし始めた今，私は現在，そして将来の貢献

者たちに，彼らのモデルや研究が太陽や惑星の影響が

どのように作用し，何がその原動力となっているのか

についてどのように明らかにし，解明することができ

るかを検討することを勧めたい．私たちは，過去の寄

稿者のほとんどが宇宙天気予報を取り入れた，より統

一されたコンセプトの中で，何らかの役割を果たすこ

とになるのではないかと考えています．以下のビデオ

は，「地球の内因性電気エネルギーの幾何学-地球物理

学的証拠」と，幾何学が宇宙天気予報の黄金比への準

拠を理解する上で重要な役割を果たしている可能性が

高いことを紹介している．Leybourne - エレクトリッ

ク・ユニバース 2016 https://www.youtube.com/watch?v 

=Q355Haapq-0を参照． 

 摩擦や放射性崩壊による内部対流に頼ったボイラー

「プレート」タイプのモデルの問題点は，プレートテ

クトニクスが宇宙天気効果を考慮していないこと，あ

 ニュースレターの目的は以下の通り：  

1. プレートテクトニクスの範囲に収まりきらない

創造的なアイデアのための組織的に焦点をあて

る． 

2. 特に検閲や差別があった場合，そのような作品

の再生や出版の基礎を形成する． 

3. 既存のチャンネルでは阻害されているアイデア

や仕事についての議論の場．これは，地球の自

転の影響，惑星と銀河の影響，地球の発達に関

する主要な理論，リニアメント，震データの解

釈，地殻変動と生物学的変化の主要な時期な

ど，非常に広い範囲をカバーするものでなけれ

ばならない． 

4. シンポジウム，会合，会議の開催． 

5. 検閲，差別，被害があった場合の集計と支援． 

 
原文の「NCGTニュースレターの目的」、参照： Dickens, J. M.  

and Choi, D. R., 1996. Aims of the Newsletter. NCGT 

Newsletter, No.1, p. 2. 



国際オンラインジャーナル グローバルテクトニクスの新概念「日本語版」Vol. 12, No.4 

105 

 

 

 

るいはその理論的枠組みの一部として宇宙天気要素を

組み込んでいないことである．それゆえ，テクトニク

ス理論におけるこの大きな見落としが地球の仕組みに

対する誤解を招き，そもそも New Concepts in Global 

Tectonics (NCGT) ジャーナルが存在した理由であり．

これらの欠陥に対処するためである．. 

 

今後の会議に関するお知らせ - 論文募集 

今後開催される 2つの会議の企画委員会を立ち上げました． 

 

2025 年 12 月－インドのトリバンドラムで開催される

NCGTは，Biju Longhinos (biju.longhinos@gmail.com) が

主催するもので，4 日間で 6 つの半日のセッションと

会議後のフィールドトリップを予定している．詳細は 

「論文募集」で発表される．本大会への参加を希望さ

れる方は，Biju までご連絡ください．セッション・ト

ピック，要旨，論文，セッション議長，オーガナイザ

ー，作業員，資金提供などを募集している．Biju 

Longhinosと Bruce Leybourneにご希望をお知らせくだ

さい． 

 

2026年 9月－イタリアでのNCGTは，Valentino Straser 

(valentino.straser@gmail.com) によって企画されている．

そこでも同様のイベントを企画しており，詳細は未定

である．会議への参加を希望される方は，Valentino ま

でご連絡ください．これもセッション・トピック，要

旨，論文、セッション議長，オーガナイザー，作業員，

資金提供などを募集している．Valentino Straser と 

Bruce Leybourneにどのように関わりたいかをお知らせ

ください． 

論文募集 

インド 2005大会のための要旨 

========================================== 

Stellar Transformers and Earth Endogenous Energy 

恒星トランスフォーマーと地球内エネルギー 

Bruce A. Leybourne1 
1 GeoPlasma Research Institute-(GeoPlasma Research 
Institute.org), Aurora, CO 80014, USA 

 

要旨：地球，そしてすべての惑星に対する宇宙天気の

影響を説明するためには......これらの瞬間的な影響に

おける電磁気（e.m.）磁気モーメントベクトル成分を理

解し，計算するための理論的枠組みが必要である．

Gregori（2002）によって提案された潮汐駆動型（TD）

ダイナモは，コアから地球のマントルに突出した正の

陽極タフトとして，垂直ベクトル Z成分（ウニのスパ

イク）を組み込んでいる．毎日の潮汐が太陽と月の磁

気モーメント磁場の変動と密接に連動することで，電

気エネルギーの生産が促進され，そのほとんどが熱に

変換され，地球の内部エネルギー収支の約 70％を供給

している．エネルギー収支の残りの 30%は，CME（図

1），太陽フレア，噴火フィラメント，コロナホールな

ど，太陽活動によって引き起こされる磁気変動からの

エピソード的な入力によるものである．このような短

いエピソード的な磁場の変化の間，例えばCME（図 2）

の通過電界による磁気圏尾部の崩壊，地球のコアは正

午のステラ・トランスフォーマーの磁気モーメントの

 

図 1 コロナ質量放出（CME）は，地球の磁気バブルを引き伸ばす極

低周波（ELF）電磁波を通過させ，磁気圏尾部をはるか宇宙まで伸

ばす．マグネトテールが崩壊すると（図 2），バブル内の磁場変動，

特に地球のコアで電力が発生する(International Creative 

Commons 4.0)． 

 

 
図 2 磁尾の崩壊は，特に地球のコアで瞬時の磁場効果を駆動し，

磁パルス（EMP）として太陽に反射するように逃げなければならな

い電力を発生させる．一連のプロセスは，地上誘導電流（GIC）が

この現象によってどのように駆動されるかを概説している

(International Creative Commons 4.0)． 
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整列の間，正に帯電した EMPとして，反射のように太

陽に向かって地球の表面に向かって膨大な量の圧倒的

なパワーを非常に素早く生成し放出する．原子 e.m.ス

ケールまたは 「量子」スケールでは，光子の放出また

は光の反射が類似の方法で起こるかもしれない．私た

ちは，CME 通過直後の正午 12 時の山火事の発生と，

ある特定の地理的位置での「ウニのスパイク」を相関

させている．さらに，太陽磁気モーメント効果の地理

的位置と方位によっては，悪天候の発生も起こるかも

しれない．これらの太陽誘導と EMP効果の 3次元的側

面を理解するために，我々はステラ・トランスフォー

マーの概念を用いてこれらの現象を探求している

（Leybourne and Gregori, 2020; Leybourne et al., 2017） 

 

Gregori, G.P. (2002): Galaxy – Sun – Earth relations. The origin of 

the magnetic field and of the endogenous energy of the Earth, with 

implications for volcanism, geodynamics and climate control, and 

related items of concern for stars, planets, satellites, and other 

planetary objects. A discussion in a prologue and two parts. 

Beiträge zur Geschichte der Geophysik und Kosmischen Physik, 

Band 3, Heft 3, 471p.  

Leybourne, B.A. and G.P. Gregori (2020): Introduction to Plasma 

Tectonics & Electric Geology: Solar Wind Coupling to Planetary 

Circuits Lightning Tells the Stellar Transformer Story, Journal of 

Systemics, Cybernetics and Informatics, Orlando, FL, March 2020, 

7-13, ISSN: 1690-4524. https://www.iiisci.org/journal/sci/FullText. 

asp?var=&id=ZA424OY20 

Leybourne, B. A., J. M. Davis, P. Giovanni Gregori, John M. Quinn 

and N. Christian Smoot (2017): Evolution of Earth as a Stellar 

Transformer, NCGT Journal, v. 5, no. 1, 144-155. 

 

========================================== 

Magnetotail Collapse after Coronal Mass Ejections 

Generate Electro-Magnetic Pulse/Geomagnetic 

Induction Currents from Earth’s Core 

コロナ質量放出後の磁気圏尾部崩壊が地球コアから 

電磁パルス／地磁気誘導電流を発生させる 

Bruce A. Leybourne1 
1 GeoPlasma Research Institute-(GeoPlasma Research 
Institute.org), Aurora, CO 80014, USA 

 

要旨：磁気圏尾部が崩壊するには，まず CMEの通過に

よって膨張する（図 1a，b）．図 1aの通常の太陽風状態

では，地球の磁気バブルはわずかに圧縮され，磁気圏

尾部の伸展を示すが図 1bのCME時には，磁気バブル

は太陽に面した側で強く圧縮される．磁気圏尾部は，

CME 乱流の電界中の極低周波(ELF)波の通過により，

太陽から離れる方向に湾曲して拡大・伸長する．太陽

嵐によって引き起こされる地磁気誘導電流（GIC）によ

る電力網への被害は，電力網の機器故障時の停電に適

用されるだけではない．また，太陽活動は，竜巻や強

度を増した季節的なハリケーンの増加など，悪天候の

発生とも因果関係がある．ハリケーンや竜巻の発生時

には，極端な「グリッドダウン」の影響がよく見られ

る．さらに，内部コアから発生する電磁パルス（EMP）

によるある種の山火事の発生は，コロナ質量放出

（CME）と関連しており，グリッドダウンシナリオを

引き起こす可能性がある．コアで発生した EMPが大陸

の地下にある場合，送電網の下にある地殻誘導要素構

造で極端なGICを駆動し，深層や地表の水層を通して

電荷をダムや大電力送電線，変電所などの送電網イン

フラに拡散させることによって誘導エネルギーを伝達

する可能性がある．このコアで発生した EMPが海洋盆

地の下にある場合，水とマグマが混ざり合う深部の蛇

紋岩層は太陽 CME によって高電荷を帯びる．その結

果，電離層がこの電荷を地上に均等化する際に，大陸

で悪天候や竜巻の発生を引き起こす可能性がある．

CME の磁気モーメントの瞬間的な方位とテクトニク

ス的な要素の配置は，それぞれの特定の EMP事象の地

理的な位置と強度を制御する．私たちは，革新的なス

テラ・トランスフォーマーの概念を用いて，これらの

テクトニック変調の制御と効果をモデル化し，理解し

ている（Leybourne and Gregori, 2020; Leybourne et.al., 

2017）． 

 

Leybourne, B. A., J. M. Davis, P. Giovanni Gregori, John M. Quinn 

Leybourne, B. A. and G. P. Gregori (2020): Introduction to Plasma 

Tectonics & Electric Geology: Solar Wind Coupling to Planetary 

 

図 1 左の画像（緑）は通常の太陽風による磁気バブルの圧縮と磁

気圏尾部の拡張を示す．1b. 右の画像（赤）はバブル前面の極端な

圧縮と磁気圏尾部の膨張を示している (International Creative 

Commons 4.0)． 
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Circuits Lightning Tells the Stellar Transformer Story, Journal of 

Systemics, Cybernetics and Informatics, Orlando, FL, March 2020, 

7-13, ISSN: 1690-4524. https://www.iiisci.org/journal/sci/FullText. 

asp?var=&id=ZA424OY20 

Leybourne, B. A., J.M. D. P. Gregori Giovanni, M. Q. John and N. 

C. Smoot (2017): Evolution of Earth as a Stellar Transformer, 

NCGT Journal, v. 5, no. 1, 144-155. 

 

========================================== 

Solar Activity and Space Weather Relationships to 

Global Seismicity and Schumann Resonance 

太陽活動および宇宙天気と全球地震および 

シューマン共振との関係 

Bruce A. Leybourne1 
1 GeoPlasma Research Institute-(GeoPlasma Research 
Institute.org), Aurora, CO 80014, USA 

 

要旨：太陽黒点，太陽フレア，噴火フィラメント，大

きなコロナホールに伴う大規模なコロナ質量放出

（CME）は，宇宙天気によって引き起こされる地磁気

嵐の際に極低周波（ELF）波を発生させるだけでなく，

地上誘導電流（GIC）としても知られる危険な地電誘導

電流を発生させる．図 1 の多変数地震計データは，ア

ーカンソー州コッターのローカルグリッドに接続され

た電磁計からの地震極低周波（ELF -3～30Hz）波と～

1Hz レンジの高調波（おそらくアルヴェーン波）を表

示している（Wright and Leybourne, 2023）．同じ記録上

にプロットされたこれらのデータは，興味深い相関関

係を示している．電位計の信号は，電荷を示す地震基

線の偏向としてプロットされる．この装置は，送電網

を非常に大きな ULF/ELF 受信アンテナとして使用す

る高感度地震計である．図 1 のズームインサートは，

青で囲んだ ELF信号の始まりから，オレンジで囲んだ

ニューマドリッド地震帯のマグニチュード 3.2 の地震

p 波の到着までの時間を測定している．15.7Hz の短周

期地震信号は ELFアウトバーストに先行する．ELF前

兆信号は，地震の破壊との密接なつながりを示唆して

いる（Wright and Leybourne, 2023）．シューマンのよう

な ELFアウトバーストを発生させる地震は，主に水域

の下か水域のごく近くにあるようだ．図 1 の震源は，

ケンタッキー州バードウェル近郊のミシシッピ川の直

下であった．地球を通過する太陽からの ELF波は，宇

宙天気プロトンの増加と相関しており，多くの人が地

球規模の地震増加の前兆として記録している（Cataldi 

et.al., 2014, 2017, 2019; Marchitelli et.al., 2020; Straser et.al., 

2014, 2015, 2022, 2024）．最後にMarchitelli, et al（2020）

からの言葉によると，「SOHO衛星によって記録された

20年間のプロトン密度とプロトン速度のデータ」を用

いて，地球規模の地震活動は太陽プロトン密度とプロ

 

図 1 多変数地震計は，地震記録（濃い方の水平線）に ELFスペクトルを重ね合わせ，両者を同じ時計で表示する．分単位の時間は横方向，周

波数は縦方向で，右側の目盛り（Hz）から測定される．平均 2160Hzの起伏線は，送電網の 60Hz周波数の 36倍高調波であり，もし ELF信号が

存在すれば（このケースのように），送電網の線形変圧器は 2160Hzの「キャリア」，および他のすべての高調波とヘテロダイン（2つの振動波

形を合成または掛け合わせることで新たな周波数を生成すること）する．そのため，ELF スペクトラムは和周波と差周波としてプロットされ

る．上段の ELF アウトバーストは和ヘテロダインで，キャリアより 20Hz 高い 2180Hz に並んでいる．差動ヘテロダインは記録の下端付近にあ

り，2140 Hzに並んでいる．この図の右上隅の 2倍ズームは，最後の ELFアウトバースト（タイプ 3、青で囲んだもの）の始まりがマグニチュ

ード 3.2の NMSZ地震（オレンジで囲んだもの）の p波に先行していることを示しており，測定された時間差は震源と地震計の間の計算された

地震波の移動時間に近い． 
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トン速度の増加とも相関している。プロトン密度と大

地震（M＞5.6）の発生との間には明確な相関があり，

1 日の時間的ずれは，マグニチュードが大きくなるほ

ど相関の有意性が高くなる．これは，プロトン密度に

直接関係する印加電界によって誘発される逆圧電効果

と考えられる」 
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Research Abstract, v. 16, EGU2014-1068, Vienna, Austria. 

Cataldi, G., D. Cataldi and V. Straser (2017): SELF-VLF 
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to M6+ potentially destructive seismic events recorded on a global 
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to destructive seismic activity that has been recorded globally 

between 2012 and 2023. NCGT Journal, v. 12, no. 1, 1-8. 

Wright, J. R. and B. A. Leybourne (2023): The Lake Effect 

Displacement Current (LEDC) Hypothesis for Lithosphere-

Ionosphere Electromagnetic Coupling, NCGT Journal, v. 10, no. 4, 

326-344. 

 

========================================== 

Space Weather - New Madrid Seismicity  

and Severe Tornado Outbreaks 

宇宙天気 － ニューマドリッド地震と激しい竜巻発生 

Bruce A. Leybourne1 
1 GeoPlasma Research Institute-(GeoPlasma Research 
Institute.org), Aurora, CO 80014, USA 

 

要旨：以前に記録された事例（Wright and Leybourne, 

2023）では，「ニューマドリッドにおける気象（竜巻発

生）とコロナ質量放出（CME）との関係も指摘されて

いる（図 1参照）．2021年 12月 5日，太陽の南半球に

ある磁気フィラメントが爆発した．CMEの渦巻く破片

は，12月 10日から 11日にかけて地球の真南を通過し

た．2021 年 12 月 10 日の夕方から 11 日の早朝にかけ

て，アメリカ南部とオハイオ渓谷の一部で，致命的な

晩秋の竜巻が発生し，壊滅的な被害と多数の死者を出

 

図 1 太陽嵐，かろうじて地球を回避 左の画像―12月 5日，太陽の南半球にある磁気フィラメントが爆発した．渦巻く破片は 12月 10日から

11 日にかけて地球の真南を航行した．https://gadgets360.com/science/news/solar-storm-nasa-warns-disturbance-sun-debris-earth-hit-

date-december-11-cme-2645024．右図は，2021年 12月 10日夜から 11日未明にかけて，アメリカ南部とオハイオ渓谷で発生した致命的な晩秋

の竜巻で，それは壊滅的な被害をもたらし，多数の死者を出した．この巨大な誘導効果によって 100 マイル以上移動する竜巻もある．中央の

画像は，竜巻がニューマドリッド断層帯を通過する際にスピンアップして強まったところ．竜巻は 12月 10日（午後 1時 15分）頃，地球の磁

力線と一直線に並んだ時に始まった（USGS） (Wright and Leybourne, 2023)． 
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した．南向きの CME によって引き起こされた強烈な

誘導効果により，100マイル以上移動する竜巻もある．

竜巻がニューマドリッド断層帯の上空を通過する際，

巨大な磁気嵐によって電気エネルギーが地球を引っ張

られ，さらに強まった．タイミングは，これらの関連

するイベントのためのスポットである．竜巻は，10日

（午後 1時 15分）の昼側にあり，その時，地球の磁気

尾と夜側のCMEと整列した(Wright and Leybourne, 2023 

- http://users.neo.registeredsite.com/6/9/1/18560196/assets 

/NCGTJV10N4_pub.pdf)． 

 

Wright, J. R. and B. A. Leybourne (2023): The Lake Effect 

Displacement Current (LEDC) Hypothesis for Lithosphere-

Ionosphere Electromagnetic Coupling, NCGT Journal, v. 10, no. 4, 

326-344. 

 

========================================== 

Space Weather - New Madrid Seismicity and 

Hurricanes 

宇宙天気 - ニューマドリッド地震とハリケーン 

Bruce A. Leybourne1 
1 GeoPlasma Research Institute-(GeoPlasma Research 
Institute.org), Aurora, CO 80014, USA 

 

要旨：ハリケーン「ローラ」による悪天候の影響は，

2020年 8月 26日～27日に始まり，ハリケーン「ロー

ラ」が実質的に消滅する2020年8月29日まで続いた．

Straser et al.（2020）は，ローマ（イタリア）のラジオ・

エミッション・プロジェクト、RDF（ラジオ・ディレク

ション・ファインダー）技術を用いた地震予知に特化

したアレイ・ネットワーク，およびNMSZの東南250km

に位置するコッター・アーカンソー天文台の多変数地

震計（電気・地震センサー）のデータを用いて，ハリ

ケーン・ローラの NMSZ への影響の推移を検討した．

このセンサーは国家電力網に接続され，地震や雷に関

連する帯域の電波異常を受信・監視する．この電磁波

観測所モニタリング・ステーション（EOMS）は，米国

の送電網を無指向性スーパーヘテロダインELF受信機

の入力回路として有効に利用している．その何マイル

にも及ぶ陸上送電線は，ELF レンジの信号に適したア

ンテナである．アーカンソー州のセンサーは，RDFネ

ットワークの調査結果とともに，ルイジアナ州キャメ

ロン近郊にカテゴリー4 の暴風雨として上陸したハリ

ケーン「ローラ」の特徴である悪天候と相関する電磁

気変動を検出した．風速はピーク時で時速 150 マイル

に達し，地域全域で広範な大雨が降った．ローラはル

イジアナ州西部を北上し続け，米国各州に大きな被害

をもたらしたが，同時に，過去に太陽活動極小期に非

常に破壊的な地震を発生させた地殻変動の活発な

NMSZ 地域に接近した．より最近の例（Wright and 

Leybourne, 2023）では，同じ日にカリフォルニア湾，メ

キシコのバハ上空（左図）で太平洋のハリケーンが発

生し，バミューダ上空（右図）で大西洋のハリケーン

が同時に発生した．ニューマドリッド（中央の画像）

の地震は，これらの 2 つの嵐システムの蓄積中に激化

し，嵐が地域を残して弱まった後，4日間，この地域で

地震がなかったこれらの嵐が消散するように直接消散

し始めた．1つの可能性は，ハリケーンとハリケーンに

 

図 1. 熱帯低気圧の活動と地震．左図-2022年 9月 8日午後 1時（米国東部時間）のハリケーン・ケイの赤外線衛星画像(NOAA）．右画像-ハリ

ケーン・アールはバミューダの南約 180マイル（290km）に中心を持つ(国立ハリケーンセンター）．2022年 9月 8日午後 5時 52分（米国東部

時間）更新．中央画像-9-10-22の 30日前に発生したニューマドリッド地震（USGS），そのほとんどはこれらのハリケーンコース強度の間に発

生し，ハリケーンの消散と連動して消散し始めた． 
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関連した地震が，ハリケーンのほとんど連続的なハン

マー効果のために，遠くで微小地震を発生させる微小

地震に関連しているということである．これらの波は，

ニューマドリッドに影響を与えるかもしれないレイリ

ー表面波のように，長距離を移動するかもしれない．

これらの影響は，必ずしも観測されていないハリケー

ンの進路に沿った東海岸と西海岸の間で，地震を誘発

する可能性が高い．もう一つの可能性は，ハリケーン

の際の電磁気的効果で，コンデンサーのように，表面

プレートはハリケーンからの雷によって帯電し，ニュ

ーマドリッドのような地震の多い地域では，下からの

帯電層によって均等化される．これらはアルヴェーン

波と関連している可能性がある． 

 

Straser, V., D. Cataldi, G. Cataldi, G. G. Giampaolo, J. R. Wright 

(2020): Effects of Hurricane Laura on the New Madrid Fault Area 

Results of Elec-tromagnetic Monitoring Through the RDF 

Network Radio Direction-Finding and Arkansas Electromagnetic 

Monitoring Station. NCGT Journal, v. 8, no. 3, 184-215. 

Wright, J. R. and B.A. Leybourne (2023): The Lake Effect 

Displacement Current (LEDC) Hypothesis for Lithosphere-

Ionosphere Electromagnetic Coupling, NCGT Journal, v. 10, no. 4, 

326-344. 
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Hurricane Spawning Grounds along the Blake Spur 

Fracture Zone North Carolina Seismicity, Hurricane 

Pathways, and New Madrid Seismic Zone 

ブレイク・スパー裂罅帯に沿ったハリケーンの発生場 

ノースカロライナ州の地震活動，ハリケーンの通り

道，ニューマドリッド地震帯 

Bruce A. Leybourne1 
1 GeoPlasma Research Institute-(GeoPlasma Research 
Institute.org), Aurora, CO 80014, USA 

 

要旨：2024 年のアメリカのハリケーンシーズンは，2

つのハリケーンと 1 つの熱帯低気圧がニューマドリッ

ドの真上を通過し，西に戻るリカーブパターンとなっ

た．通常より 「通常の」進路をとり，大西洋に抜ける

前の珍しいパターンと考えられている．USGS の報告

によると，図 1の海洋ブレイク・スパー裂罅帯（BSFZ）

は，ノースカロライナ州アシュビルからサウスカロラ

イナ州チャールストンを流れる河川系に沿って，さら

に沖合のハリケーン発生地帯まで続いており，ノース

カロライナ州アシュビルのすぐ西で一連の小規模地震

によって活性化した．6月上旬には，2週間以内に 7つ

の地震がこの同じ地域を襲ったことが報告された．こ

の地域は地震活動が活発で，時々地震が発生すること

 

図 1. 古代のリニアメントが再活性化した結果としての中米構造配列の解釈．熱帯低気圧（TS）とハリケーンの発生地は，これらの沖合の裂

罅系と関連している．1つの TSと 2つのハリケーン，デビーとヘレンは，この裂罅系に沿って雷を落とし，ノースカロライナ州の山岳地帯に

壊滅的な被害を与えた．多くの情報源から作成（James, 2009）． 
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で知られているが，ハリケーンのパターンは異常であ

るように思われ，2024年にハリケーン「ヘレン」によ

ってノースカロライナ州の山岳地帯で発生した壊滅的

な被害は，極端な異常事態であることを確かに示して

いた． 

 従って，深い地下構造物からのトリクル充電のよう

な電気的地震エネルギーも，同様に，稲妻のようにハ

リケーンの到来を知らせる可能性がありそうだ．これ

は，ブレイク・スパー裂罅帯（BSFZ-図 1）に沿ってサ

ウスカロライナ州チャールストンを流れる河川系に沿

って西に回帰し，この地殻構造に沿ってノースカロラ

イナ州アシュビルに向かって繰り返し洪水をもたらし

た 3 つの主要な熱帯性低気圧の再発によって示された．

この証拠は，暴風雨系にテクトニックな変調効果があ

ることを証明するものではないが，特に現在の気象モ

デラーは，そのモデリング作業においてこれらの効果

をまだ考慮していないため，この証拠は調査する価値

のある道筋を示している．加えて，地殻変動に関連し

た熱帯低気圧の異常なパターンは，ニューマドリッド

地域の電気的な活性化を示している可能性があり，ニ

ューマドリッドで再発する地震に対する特別な懸念を

追加する必要がある（Leybourne et. al., 2020）． 

 

James, K. H. (2009): Evolution of Middle America and the in situ 

Caribbean Plate model, Special Publications Geological Society, 

London, v.328, 127-138. doi:10.1144/SP328.4 

https://www.researchgate.net/publication/249552281_Evolution_

of_Middle_America_and_the_in_situ_Carib-bean_Plate_model 

Leybourne, B. A., V. Straser, H. C. Wu, G. P. Gregori, A. Bapat, Z. 

Venkatanathan, and L. Hissink (2019): Multi-parametric 

earthquake forecasting the new madrid from electromagnetic 

coupling between solar corona and earth system precursors, NCGT 

Journal, v. 7, no. 1, 3-25. 

 

NCGT Journal - Tectonic Market Place 

本と出版 

更新された地球地殻変動史： 海底は自らを語る 

Earth Geodynamic History Updated: The Ocean Floor Speaks for Itself 
N. Christian Smoot - 15 October 2024 

 

「更新された地球地殻変動史： 海底は自らを語る」の表紙 
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新概念グループにお知らせです．この度，私はアマ

ゾンで『更新された地球地殻変動史： 海底は自らを語

る』というタイトルの新刊を出版した．この本には，

私がこれまでのキャリアを通じて，またその後もさま

ざまな雑誌に発表してきたトピックの多くが章立てさ

れている．そのアイデアが頭の中をグルグル回りなが

ら，ただただグダグダと数年を費やした．その結果，

絶滅説，斉一説、大陸移動、プレートテクトニクスな

ど，地球のテクトニクスに関するさまざまな考え方の

歴史ができあがった．そして私たちは海底のデータで

大打撃を受けた．何が欠けていたのか： 南極／南米プ

レート，アフリカプレート，ユーラシアプレート，テ

チス海とヒマラヤ山脈の 50年前の問題，リーキー裂罅

帯，太平洋盆地全域の裂罅帯，アラスカ湾の海山列，

ホットラインとメガトレンド，メガトレンドの交差点-

海台，衝上断層／沈み込み帯，押しと引き：収束縁と

発散縁の距離，海洋岩石年代と磁気異常，マントル・

プルーム，古生物地理学，ゴンドワナランドの運命，

ダーウィン海膨の死，結論，補遺．10ページほどの参

考文献で終わっており，十分に研究されている． 

まったく新しいボールゲームに目を覚ませ．1966年

にマルチビームソナーや衛星高度計が加わり，この考

えが提唱されて以来，既存のプレートテクトニックの

パラメータはあなたの目の前で軌道修正を行った．直

線的な海山チェーンは，既存の裂罅帯に形成される．

これらは，海盆を越えるホットライン・メガトレンド

になる．メガトレンドが交差する場所には，巨大火成

岩地区または海台が形成される．海底の少なくとも

30％は大陸地殻に覆われている．必要な境界をもたな

いプレートもある．北米プレートには南側の境界線が

なく，大西洋中央海嶺から西太平洋海溝まで，地球の

裏側まで沈み込み帯を見つけなければならない． 

本書は，長年にわたる我々のさまざまな著者を引用し，

高校の大学レベルの生徒から修士課程まで，地球科学

のあらゆるクラスに適した構成となっている．我々が

求める普遍的な万能薬は出てこないが，プレートテク

トニクスの考え方によってもたらされた多くの場当た

り的な問題が単純化されている．アマゾンで 19.99 ド

ルで販売されていて，お買い得で面白い本だと思う． 
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地球を守る地磁気が崩壊し、それに伴って地球磁極が 

「地磁気反転」するまでのスケジュールを再考 

Revisiting the timetable for the eventual collapse of Earth's protective geomagnetic field 

along with the concomitant “geomagnetic reversal” of Earth's magnetic poles 

Gordon Wayne Watts 

Contract with America: Part II®, Nat'l Dir. Gordon@ContractWithAmerica2.com 
The Register (GordonWatts.com; GordonWayneWatts.com), Editor, Gww1210@gmail.comil.com 

 

（要旨のみ 柴 正博 訳） 

 

要旨：科学者たちは長い間，、地球の磁極の動きを研究してきた．探検家や旅行者が古くからナビゲーションのた

めに磁極に頼っていたからというだけでなく，最近では GPS などの校正のために磁極を利用している．極の位置

と移動に加えて，地球の 「保護的」な地磁気の強さは人類が電子技術を使って以来重要である．これら 2つの現

象（磁極の移動と磁場の強さ）は，原因や予測される将来の行動についてはよく理解されていないが，科学者たち

は一様に 2つのことに同意している： 第一に，「ポール・フリップ」（遅いか速いかにかかわらず）は，「磁場の崩

壊」と同調して（同時に）起こると考えられている．第二に，太陽磁場が弱まるにつれて，地球のテクノロジーは

太陽フレアや CME（コロナ質量放出）に対してより脆弱になり，地球上の生物は宇宙放射線（発癌リスク）から

保護されなくなる．そこで私は，予測／予測を評価し，私達が知っているように私達のテクノロジーと地球上の生

命を守るための予防措置を講じるために，これに関する私の以前の研究を再訪する： [1] 電子技術への依存度の

増大（太陽気象に弱い），[2] 地球の「保護」磁場の最終的な崩壊，そして最後に，[3] 時折発生するキャリントン

級の深刻な太陽スーパーストームが，GPS，人工衛星，脆弱な電力・通信システムに影響を与える． 

Keywords: Geomagnetic pole flip. Geomagnetic pole reversal. Geomagnetic field strength, Geomagnetic field 

collapse, Magnetic pole flip. Magnetic pole reversal. Magnetic field strength, Magnetic field collapse, solar flares, 

solar weather, electric grid, coronal mass ejections, magnetic pole excursions, magnetic pole movement, cosmic 

radiation, NOAA, NASA, ESA, GPS, SAA, South Atlantic Anomaly, satellite, satellites, radiation, cosmic radiation, 

cancer, statistics, projections 
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（足立久男 訳） 

 

要旨：2024年 9月 15日から 21日にかけて，地球上で 3つの強い地震が記録された（2024年 9月 15日 22:22 UTC

にカナダで記録されたM6.5の地震，2024年 9月 16日 11:36 UTCにマリアナ諸島で記録されたM6.3の地震，2024

年 9 月 21 日 21:24 UTC にアルゼンチンで記録された M6.0 の地震）．太陽活動と地球の地磁気活動を分析した結

果，3回の地震の前には太陽イオン束の密度が上昇し，それが地球の地磁気活動の上昇を決定づけたことが判明し

た． 

Keywords: space weather, seismic precursors, M6+, geomagnetic activity, proton density.

 

はじめに 

著者らが初めて太陽活動と世界の M6 以上の地震活動

との相関を観測したのは 2011 年のことだった．当時，3

人の研究者は，潜在的に破壊的な地震は惑星間磁場（IMF）

の乱れが先行することに気づいていた．2012年に実施さ

れた太陽風の物理的・技術的パラメータ（速度，プロト

ン密度，電子密度，温度，化学組成，惑星間磁場の強度，

粒子エネルギー，パーカー・スパイラルの特性，偏向角，

ダイナミック圧力）に関する大規模な研究を通じて，2012

年に記録されたすべての M6 以上の地震現象は，地球の

地磁気活動の上昇を決定する可能性のある太陽イオン束

のプロトン密度の上昇が先行していたことを立証するこ

とができた．この傾向は，今日まで毎年検証されている

[1-50]． 

太陽風データは以下の衛星によって継続的に提供されて

いる： 

・Advanced Composition Explorer（ACE）衛星． 

・DSCOVR衛星 

・SOHO衛星． 

太陽風の特徴を分析することで，地球上で破壊的な地

震活動が再開する可能性のある時期を，平均約 98.4時間

前に確定することができる． 

2024年 9月 15日から 21日にかけて，地球上で 3つの強

 
図1 震央．上の画像は，2024年9月 15日から 21日にかけて記録された

3 つの強い地震の震央を示している： カナダで 2024 年 9 月 15 日 22:22 

UTCに記録された M6.5の地震，マリアナ諸島で 2024年 9月 16日 11:36 

UTCに記録された M6.3の地震，アルゼンチンで 2024年 9月 21日 21:24 

UTCに記録された M6.0の地震．出典： USGS，Radio Emissions Project． 
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い地震活動が記録された（図 1）： 

・2024年 9 月 15日 22時 22分（UTC）にカナダで記録

されたM6.5の地震； 

・2024 年 9 月 16 日 11:36 UTC にマリアナ諸島で記録

された M6.3 の地震； 

・2024年 9月 21日 21:24UTCにアルゼンチンで記録した

M6.0の地震． 

本研究では，太陽活動と地球の地磁気活動を分析し，

2024年 9月 15日から 21日にかけて記録された潜在的な

破壊的地震活動と太陽プロトン束との間に密接な相関関

係が存在することを分析し，地球の地磁気も地震活動と

相関があるかどうかを検証する． 

方法とデータ 

本研究で使用したデータは，iSWA - Integrated Space 

Weather Analysis Systemから提供されたものである．特に，

2024年9月13日から23日にかけての1060 keVから1900 

keV のエネルギーによる太陽イオン束の変調を解析した

（図 2）．次に，ラグランギアン軌道 L1 に配置された高

性能探査衛星から提供された太陽プロトン束の密度のデ

ータを，2024年 9月 15日から 21日にかけて記録された

M6 以上の地震イベントのデータと比較した（図 2）．著

者らが 2012 年から今日まで行ってきた研究 [1-50]によ

り，予想されたように，2024年 9月 15日から 21日にか

けて記録された 3つの強い強度の地震現象は，2024年 9

月 14日 19時 40分 UTCから 2024年 9月 23日UTCに

かけての太陽風プロトン束の増加が先行していた（図2）．

最大プロトン密度は 2024年 9月 17日 10:50 UTCに記録

された．2024年 9月 20日 03:20 UTCと 2024年 9月 21

日 08:40 UTCにいくつかのインパルス的な増加が記録さ

れた（図 2）． 

重要なことは，著者らが 2024年 9月 14日に記録され

た陽子増加の始まりに気づいていたことと，その数十時

間後に始まったM6+地震活動の再開を予想していたこと

である．時間間隔（±30分）は以下の通りである： 

・2024年 9月 15日 22:22 UTC ≈ 27 にカナダで記録され

たM6.5の地震. 

・2024年 9月 16日 11:36 UTC ≈ 40にマリアナ諸島で記

録されたM6.3の地震． 

・2024年 9 月 21 日 21:24 UTC ≈ 170 にアルゼンチンで 

記録されたM6.0の地震． 

2024 年 9 月 17 日に記録された明らかなプロトンピー

クの前に記録された 2 つの地震現象に関して，これらは

最大プロトン増加（ピーク）ではなく，2024年 9月 14日

に記録されたプロトン増加の始まりを基準として，プロ

トン増加全体に関連していることを明記しておく．とい

うのも，マグニチュードの大きな M6 以上の地震現象は

すべて，常に太陽プロトン束の増加と関連しているから

である．この最後の記述に関連して，著者らは太陽風の

プロトン密度の変動曲線に対する地震現象の分布を分析

し，太陽風のプロトン密度が増加する段階と減少する段

階で最も多くの地震現象が観測されること（約 82％）を

発見し，残りはプロトン密度が最大ピークに達する段階

とこの密度が基本レベルに戻る段階で発生することを明

 

図2 2024年9月15日から 21日にかけて記録されたプロトン増加に相関

する M6以上の地震活動．上のグラフでは，2024年9月15日から 21日の

間に記録された潜在的に破壊的な地震現象の分布が，2024年9月13日か

ら 23 日の間に記録された太陽プロトン束密度の増加と相関していること

がわかる．垂直の黒い矢印は，2024年 9月 15日から 21日の間に記録さ

れた潜在的な破壊的地震現象の時間マーカーを示す．出典：iSWA，Radio 

Emissions Project． 

 

図3 Kp指数の変動．上のグラフは，2024年9月13日から22日にかけて

記録された Kp指数の変動を示している．Kp指数（惑星 K指数）は，地球

上の地磁気活動の程度を表す数値指数である．太陽風と地球磁気圏との相

互作用によって引き起こされる地球磁場の変動を説明するために使用さ

れる基本的なパラメータである．縦の黒い矢印は，2024年9月15日から

21日にかけて記録されたM6以上の地震の時間マーカーを表している．出

典：iSWA，NOAA，Radio Emissions Project． 
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らかにした．したがって，プロトンの増加と潜在的に破

壊的な地震現象との間の「相関」は，最大ピークに達し

た後だけでなく，増加曲線全体に沿って生じる． 

太陽イオン束の増加は地球の地磁気活動に大きな影響

を与えるため，著者らは，2024年 9月 15日から 21日に

かけて記録された 3 つの強い地震現象が，地球の地磁気

活動の増加とも関連しているかどうかを理解するために，

Kp指数を分析した．Kp指数のデータはNOAA（アメリ

カ海洋大気庁）から提供された（図 3）．確かに，プロト

ンが増加している間，地球の地磁気活動の増加が重なっ

ていた．より正確には，2024 年 9 月 17 日に記録された

度数 3の地磁気嵐（G3，03:00 UTC）が観測され，同日中

に徐々に減少し，度数G2（12:00 UTC），G1（～15:30 UTC）

を記録し，18:00 UTC になって初めて通常のレベルに戻

った（図 3）． 

討 論 

以前から知られているように[1-50]，潜在的に破壊的な

地震活動は，太陽プロトン束の増加と密接に関連してい

る．図 2のプロトン変動曲線を分析すると，2024年 9月

15 日から 21 日にかけて記録された M6 以上の地震現象

は，著者らの研究によってすでに 2012年に確認したよう

に，太陽風のプロトン密度が増減する局面で記録された

ことがきわめて明瞭に観察される．現在までのところ，

地球規模で記録されている潜在的な破壊的な地震事象の

割合は，実際，増加曲線に関して特別に分布している：

潜在的に破壊的な地震事象の 83％以上は，これらの 2つ

のフェーズの間に発生する[48]．現在のところ，潜在的な

破壊的な地震活動と太陽活動の間に存在する密接な相関

の理由はわかっていないが，地磁気の摂動を考慮すると，

電磁相互作用の一種が太陽プロトン束の増加と地震発生

を結びつけている可能性が高い． 

結 論 

本研究で，太陽風のプロトン密度の変動と地磁気活動，

そして地球規模で発生する潜在的に破壊的な地震活動と

の間に密接な相関があることが改めて証明された．この

現象は，著者らによって 2012年以来一貫して観測されて

いる．著者らは，これらのデータを用いて，太陽活動が

M6 以上の地球規模の地震活動の再開に与える影響を統

合し，現在の地震予測手法を改善することを提案する． 
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（岩本広志 訳） 

 

要旨：2024年 9月 7日から 11日にかけて，地球上で 2つの強い地震が記録された（2024年 9月 7日 22:36UTCに

トンガで記録されたM6.0の地震，2024年 9月 11日 16:46UTCにパプアニューギニアで記録されたM6.3の地震）．

太陽活動の解析により，この 2 つの強い地震の前に太陽イオンフラックスのプロトン増加があったことを立証す

ることができた． 

 

Keywords: space weather, seismic precursors, M6+, proton density, solar wind. 

はじめに 

可能性のある前兆信号，特に「局地的」および「非局地

的」起源の電磁地震前兆（ESPs）に関する著者らの研究

によって 10 年以上前から知られているように[1-50]，地

球規模で記録される潜在的に破壊的な地震活動は，地球

に衝突する太陽風のイオン密度の増加によって常に先行

する[1-50]． 

このような（太陽風と地球磁気圏の）相互作用は何十

年も前から知られていたが，知られていなかったこと，

そして著者らが代わりに突き止めたことは，太陽イオン

フラックスの密度が M6+の地球地震活動と厳密に相関

しているということである．この場合，ISPは地球磁気圏

との相互作用によって地球規模の影響（地球の地磁気の

変動）が生じるため，「非局所的」な地震前兆であり，地

球表面のどの地点からでも調べることができる． 

2024年 9月 7日から 22日にかけて，地球上で 2つの

強い地震が記録された（図 1）：  

・2024年 9月 7日 22時 36分（UTC）にトンガで記録さ

れたM6.0の地震；  

・2024年 9月 11日 16時 46分（UTC）にパプアニュー

ギニアで記録されたM6.3の地震． 

この研究では，2024 年 9 月 7 日から 11 日にかけて記

録された 2つの強い地震現象が，太陽イオンフラックス

の密度上昇に先行していたかどうかを理解するために，

ラグランジュ軌道L1に位置する先進組成探査衛星（ACE）

から提供されたデータを用いて太陽風密度の特徴を分析

した．この相関は，2012年 1月 1日から今日まで世界規

模で記録された潜在的に破壊的な地震現象すべてに関し

て常に確認されている[1-50]． 

方法とデータ 

本研究で使用したデータは，iSWA - 統合宇宙天気解析

 

図1 震源地．上の図は，2024年9月 7日から 11日にかけて記録された 2

つの強い地震の震源を示している： 2024年9月7日22時36分（協定世

界時）にトンガで記録された M6.0の地震と，2024年9月11日16時46分

（協定世界時）にパプアニューギニアで記録された M6.3 の地震．出典： 

USGS，電波放射プロジェクト．出典： USGS，Radio Emissions Project． 
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システム から提供されたものである．特に，2024年 9月

7 日から 9 月 11 日にかけての 1060keV から 1900keV の

エネルギーの太陽イオンフラックスの変調を解析した

（図 2）．太陽イオン・フラックスのデータは，ラグラン

ジュ軌道 L1 に設置された高度組成探査衛星から提供さ

れた．このデータセットを，2024年 9月 7日から 9月 11

日にかけて世界規模で記録された M6 以上の地震イベン

トの毎時データと比較した：  

- 2024年 9月 7日 22:36UTCにトンガで記録されたM6.0

の地震；  

- 2024年 9月 11日 16:46UTCにパプアニューギニアで記

録されたM6.3の地震． 

 2024 年 9 月 3 日から 12日にかけて記録された太陽風

密度（図 2）を分析することによって，この時間帯に記録

されたM6 以上の地震現象（2024 年 9 月 7 日 22:36UTC

にトンガで記録された M6.0 の地震，2024 年 9 月 11 日

16:46UTCにパプアニューギニアで記録されたM6.3の地

震）のすべてが，太陽風のプロトン密度の上昇に先行し

ていたことを確認することができた（図 2）．実際には，

2024 年 9 月 3 日から 12 日の間に，太陽風のプロトン密

度の増加が 2 回記録され，それぞれ M6 以上の地震が続

いていた．このことは，2012年以降に著者らが行った研

究[1-50]の結果，つまり，地球規模で記録されたM6+地震

活動は，常に太陽風のプロトン密度の上昇に先行してい

るということを明確に裏付けている． 

この証拠によって，M6+の世界的な地震活動の再開を

予想することが可能な時期を，平均 99時間前に確定する

こともできる[1-50]． 

2024 年 9 月 7 日から 9 月 11 日の間に記録された M6

以上の地震に相関する時間間隔（±30分）は以下の通りで

ある：  

・2024 年 9 月 7 日 22:36 UTC にトンガで記録された 

M6.0の地震≈109 

・2024年 9月 11日 16:46 UTCにパプアニューギニアで

記録されたM6.3の地震≈55 

考 察 

2024 年 9 月 3 日から 12 日にかけて記録された太陽風

のプロトン密度の変動曲線（図 2）を分析すると，同じ時

間帯に記録された 2つのM6+の地震現象は，地球に到達

した太陽風のプロトン密度が著しく増加することによっ

て先行したことが明らかである．この種の相関は，2012

年以降，著者らによって確認されている [1-50]．現在の

ところ，この密接な相関を説明できる説明を見つけるこ

とはできないが，仮説だけは立てることができる．著者

らは，この密接な相関関係の根底には，地球の地磁気活

動にも影響を与える電磁相互作用があるに違いないと考

えている． 

結 論 

結論として，著者らは，地球規模で記録された潜在的

に破壊的な地震現象はすべて，常に太陽風のプロトン密

度の上昇に先行していることを確認した[1-50]．このよう

な太陽活動とM6+の地球規模の地震活動の密接な相関は，

少なくとも地球規模では，その信頼性を向上させるため

に，現代の地震予測手法に統合することができる．この

提案は，すでに国内（イタリア）および国際的な文脈の

両方で著者らによって発表されているが，あまりコンセ

ンサスは得られていない． 
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（川辺孝幸 訳） 

 

「科学者たちは，すべての地球科学が私たちの惑星の過去の状態を明らかにするための証拠を提供しなければな

らないことを十分に理解していないようであり，そして，この問題の真実は，すべての証拠を組み合わせることに

よってのみ明らかにされるということを理解していない．」アルフレッド・ウェゲナー 『大陸と海の起源』（1915） 

要旨：大陸と海底の地質によって制約されたプレートの集積は，古代ジュラ紀までの地殻プレートを正確に制約し，

再構成するための認識されていない手法を提供する．これは古地磁気学に依存することなく実現できる．すべての

ケースにおいて，プレートは各時代および紀において正確に集積され，これにより，すべての地球科学分野からの

追加的なグローバル観測データを自信を持って予測可能にプロットし，表示することができる．Maxlow（2018, 2021, 

2022）で示された広範なグローバル観測データは，大陸と海洋の現代的な地質図を活用し，古代の地殻プレートを

初期古生代まで遡って集積する．このプレート集積の過程において，地球のサイズが時代を通じて一定であるとい

う一般的な仮定を取り除く以外に，いかなる「根本的な物理法則」も違反されることはない．地球の球形モデルを

作成するために，現在から初期古生代まで遡る過程では，私は地球上に元々存在しなかったものを単に取り除く．

すなわち，海洋中央海嶺拡大中心から侵入した海底火山の溶岩，侵入および噴出したマグマ，そして浸食された堆

積物を除去することで，最終的にはペルム紀のパンゲア大陸が形成され，大陸地殻の成分から成る集積が完成す

る．そして最終的には，同様に原始的な古代の地殻成分から成る原始的な古代地球が形成される．次に，これらの

小さな地球モデルを用いて，各モデルに基づいて現代の公開されたグローバル観測データを表示する．この各デー

タ研究は互いに強化し，補完し，地殻集積を完全に裏付けるものである． 

Keywords: Expansion Tectonics, Plate Tectonics, Global Tectonics 

 

序 論 

 プレートテクトニクス理論は，さまざまな観測され

たグローバルな構造活動を説明するために科学界で広

く提唱されており，この理論は科学者と一般の両方に

広く受け入れられている．この理論は現在，海洋底の

年代や組成から山脈の形成，さらには植物や動物種の

過去の分布に至るまで，すべての地質学的特徴を適切

に結びつけるものと，多くの科学者によって考えられ

ている． 

 プレートテクトニクスの基盤は，1960 年代に地球の

地殻が 7 つまたは 8 つの主要な海洋地殻と多くの小さ

な地殻から構成されていることが認識された点にある．

当時，地球のプレートが海洋地殻から成り，大西洋中

央に位置する海嶺に沿って地表面積を増加させている

ことが観察された．Hess and Dietz（1961）のような初

期の研究者たちは，Holmes（1965），Carey（1958）らが

それ以前に行ったように，この増加が起きているため，

地殻の同等の面積がどこか別の場所で縮小しているは

ずだと推論した．Hessは，新しい海洋地殻が海底の海

嶺からコンベヤーベルトのような動きで継続的に拡大

していると提案し，これを「コンベヤーベルト原理」

とも呼んだ．Hess は，その後数千万年が経つと，海洋
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地殻が推測される沈み込み帯を通じて最終的に大陸縁

辺の下に降下し，例えば太平洋周辺のような海溝が形

成されると結論づけた． 

 現在，プレートテクトニクス理論は地質学における

主要なパラダイムであり，大陸の移動，山脈の形成，

火山の分布，磁気の見かけの極移動など，さまざまな

グローバルな観測を説明するために引き続き用いられ

ている．しかし，Triimpy（2000）が指摘しているよう

に，「プレートテクトニクス理論は，主に海上で活動す

る地球物理学者によって開発され，アルプス地域の[地

質学的]証拠をほとんど考慮していなかった」．これら

の地球物理学者や海洋学者，同様に最近では測地学者

が 1960 年代半ばに利用可能であった限られた量のグ

ローバルな証拠に基づいて，これらの新しい地殻観測

を説明するための概念的枠組みを提案し，使用し続け

ている． 

全球地質図 

1960 年代にプレート理論が採用された後，1950 年

代から 1980 年代後半にかけて，すべての海洋におい

て海底の磁気的および水深測量に基づく広範な地質図

が，年代測定と共に実施された．この地質図プログラ

ムは，すべての地殻プレートの分布を定量化し，ひい

てはプレートテクトニクスをさらに定量化することを

目的として開始および設計されたものである． 

 この地質図（CGMW and UNESCO，1990 に基づく図 

1と凡例の図 2）の完了以降，その重要性は認識されて

おらず，したがって従来のプレートモデル研究におい

て十分に活用されていない．この地質図は，古代地球

における過去のプレート集積を制約する上でほとんど

役割を果たしていないか，まったく役割を果たしてい

ない． 

 この全球地質図は，図 3に球面形式で再現されてい

る．さまざまな視点が，主要な各海洋を中心に配置さ

れた，現在の地球の大陸および海底の基盤岩地殻の地

質を示している．大陸地殻の地質を表す色（凡例は図 

2 ）は，約 40億年前に始まった最も古い太古代を含む，

  

図 1 全球地質図（全球地質図委員会およびユネスコの許可を得てデジタル化，1999）．（Maxlow, 2001）． 

 

図 2 図 1に示された大陸および海底の地殻年代の地質年代尺度．海

底の地殻年代は現在から数百万年前を示す（Maxlow, 2001）．． 
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5 つの主要な地質時代の間に形成された岩石を表して

いる．これには，続く原生代，古生代，中生代，新生代

が含まれる．同様に，海洋地殻の地質を表す色は，地

質年代や時代区分に対応する岩石を表しており，約 2 

億年前に始まるジュラ紀から現在に至るまでの時代を

含んでいる． 

 地球科学において促進されていないのは，この地質

図の結果が，各海底プレートの成長の歴史を時間をか

けて明らかにしている点である．これは，各海洋中央

海嶺の上に中心を置いた対称的な色分けされた帯によ

って示されている．この成長の歴史は，初期三畳紀か

ら現在までのすべての海洋中央海嶺のプレート境界の

正確な位置を保持しており，したがってこれらの時代

における各プレートを正確に制約し，再構成するため

に利用可能な形式で保存されている． 

経験的な演習 

Hess やその他の研究者が 1960 年代に指摘したよ

うに，時間を進めるとともに，新しい海洋地殻は海底

の海嶺からコンベヤーベルトのような動きで継続的に

広がり，地球の海洋地殻はその表面積を増加させてお

り，これはもともと大西洋内で指摘された現象である． 

 全球地質図の完成以来，すべての海洋にわたる海洋

中央海嶺の分布が示されており，表面積の増加に関す

るこの観察が，すべての海洋内の海底拡張を含むよう

に自信を持って拡張できることが明らかになった．こ

れに対して，時間を遡ると，すべての海洋内の表面積

が減少していたと結論づけることは論理的である． 

 単純な学術的演習として，全球地質図に保存された

この成長の歴史を利用し，沈み込み帯内での過剰な地

殻の処分に関する歴史的な仮定を取り除くことにより，

 

図 3 現在の全球地質図を球面形式で示したもの．全球地質図，1990 に

基づく（Maxlow, 2001）． 

 
図 4 ジュラ紀から現在までの半径が増加する地球の球面小地球モデル．各小地球モデルは，海洋地殻プレートの集合が海底拡大および地質

データと完全に一致し，導出された古代地球の半径と一致することを示している（Maxlow, 1995 ）． 
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図 3 に示された公開された海底マッピングを使用し

て，地質を時間を遡って逆算し，この地図に示された

各時代および紀におけるすべての地殻プレートの位置

と集積を正確に制約することが提案されている． 

 海洋地殻プレートの逆算および集積（図 4）は，三

畳紀初頭まで 2憶年前に遡ることができ，この三畳紀

以降のモデルツールの実現可能性と独自性を示してい

る．これらの結果として得られたプレート集積は，従

来の大陸移動説に基づくプレートテクトニクスの再構

築と強く対照を成しており，この期間のプレート集積

は主に古地磁気による見かけの極移動に基づいており，

それに伴い十分に制約されていない複数のプレート適

合オプションに対処する必要がある．小さな地球の集

積の独自性は，海底マッピングデータに適合させるた

めに大陸を恣意的に分断しなければならない従来のプ

レートテクトニクスの要求とも強く対照的である．ま

た，一定の表面積を維持する前提に基づいて，沈み込

み帯の下に推測される既存の地殻を大量に処分する必

要があるという要求とも対照を成している．これらの

地球の表面積に関する暗黙の仮定を取り除くことによ

って，プレートテクトニクスが直面していた問題や不

整合のほとんどが消失する． 

 初期太古代まで遡る地球半径の増加過程の定量化に

は，三畳紀以降の累積海洋地殻手法を拡張して大陸地

殻を含める必要がある．大陸地殻は，三畳紀前期の小

さな地球モデルにおいて，主要な地殻要素である大陸

核，造山帯，および盆地を考慮することによって再構

築できる．大陸プレートを集積しモデルを構築するた

めには，確立された大陸堆積盆地のネットワーク内で

の地殻の引き伸ばしや拡張によって大陸地殻の表面積

が増加することに対するさらなる考慮が必要である． 

 先カンブリア時代に遡るとき，この地殻の拡張は，

若い堆積物や侵入した火成岩を取り除き，堆積盆地の

表面積を順番に減少させることによって，拡張前，引

き伸ばし前，または裂け目前の構成に徐々に復元され

る．このプロセスでは，全球地質図（図 1）に示され

た年齢制約データと一致して，既存のすべての古代大

陸核や造山帯の空間的整合性が保持され，盆地や造山

帯の構成を復元する必要が生じるまで維持されること

が示されている（図 5）．すべての盆地堆積物や火成岩

を取り除き，堆積盆地の表面積を順番に減少させるこ

とによって，最も古い太古代の大陸核や原生代の基盤

岩から成る古代の原始的な地球が容易に再現される．

その他の岩石，鉱物，元素はすべて，それぞれの発生

場所に戻される． 

 この経験的な小さな地球モデル演習の結果から，公

 
図 5 始生代から未来の小全球地質モデル．モデルは始生代初期から現在までの年代をカバーし，さらに 500万年先の未来を予測したモデル

も含まれている（Maxlow, 2001）． 
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開された全球地質図を用いた地殻モデル研究は，表面

積が増加する地球のテクトニックプロセスの妥当性を

十分に定量化できると結論されている．小さな地球モ

デルにおけるすべての大陸および海洋地殻の断片の独

自の集積は，地球の地質学的過去の始まりまで 40億万

年にわたる増加する表面積の地球が実際に実現可能で

あることを決定的に示している．また，太古代から現

在に至る小さな地球モデルの全範囲が示すのは，現在

信じ込まされているように，地殻形成がランダムで恣

意的な合併・分散・合併の循環的プロセスであるので

はなく，増加する表面積モデルにおける地殻発展がむ

しろ単純で進化的かつ非常に予測可能な地殻プロセス

であるということである． 

追加データの定量化 

この小さな地球モデルの証拠を古地磁気学に適用す

る（図 6）と，すべての古代の磁極は，唯一の正反対

の北極と南極として集中的に配置されている-それが

本来あるべき姿であり-プロットされた古緯度測定値

は，各小さな地球モデルで予測される気候帯と一致し，

それを定量化する． 同様に，追加の地理的および生物

地理的情報は，これらの古代の磁極，赤道，および気

候帯の位置を適切に定量化する．この点は強調しすぎ

ることはできない：正反対の磁極と，それぞれの磁極

の中間に位置する正確な赤道は，現在のプレートテク

トニクスのパラダイムを使用しては達成できない．こ

の小さな地球モデルでは，プレートテクトニクスを説

明するために用いられる多くの場当たり的な問題や不

整合が再び単純に消失する． 

 公開された沿岸地理が各モデルにプロットされると

（図 7），従来の大きなパンタラッサ，イアペトゥス，

およびテチス海は必要ないことが示される．その代わ

りに，この同じ沿岸地理は，現代の太平洋および大西

洋とそれぞれ対応するユーラシア大陸の出現を示す，

より制限された大陸的パンタラッサ，イアペトゥス，

およびテチス海の存在を定義する．この地理から，沿

岸線の輪郭と出現した陸地表面は，古代のロディニア，

ゴンドワナ，およびパンゲア超大陸とそれに続く小さ

な亜大陸の位置をさらに定量化する．この沿岸地理は，

地球の歴史を通じて各古代の海と超大陸の進化的進展

と発展を示し，それが海面の変化，大陸堆積盆地の輪

郭の変化，地殻の移動に伴う変化，および現代の海洋

が開かれて現在に至るまでの海面変化と密接に関連し

ていることが示されている． 

 
図 6 小地球モデル上に示された古代北極地域の位置（青で陰影付き）．氷河イベントが強調され，既知の氷床の存在は白で陰影が付けられ，

氷成層形成物は赤い点で示され，古代の海と現代の海は淡い青で陰影が付けられている（海岸線データは Scotese, 1994 および Smith et 

al., 1994 に基づく）． 
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 さらに，これらの古代大陸の海と超大陸のタイミン

グと発展，および現代の大陸と海洋の形成は，原始的

な先カンブリア時代の微生物が進化の孵化場として機

能し，その後のすべての生命体における進化的変化を

顕著に駆動するための理想的な環境を提供する．作成

された各小さな地球モデルでは，古生代の多くの期間

にわたり，温暖な海水が赤道地域から北極地域まで広

がり，新たに進化した種が互いに繋がった古代のテチ

ス，イアペトゥス，およびパンタラッサの海峡を通じ

て容易に植民地化され，繁殖できることを可能にした．

この温暖な海の分布はまた，北極地域における極地の

氷冠の存在を制限し，その時間の大部分において氷の

存在をゴンドワナの南極地域に限定した． 

 モデル研究はまた，古生代初期から現代にかけて，

いくつかの劇的で長期的な海面変動が発生し，それが

既知の絶滅イベントと正確に一致していることを示し

ている．これらのモデルでは，海面変動は以前の古代

大陸の海の分離や合体，および地溝帯活動や造山作用，

古代超大陸の分裂，現代の海洋の開放，古代大陸海の

排水などが原因で発生したことが示されている．これ

らの出来事の重大性に応じて，海面の変動は地域的お

よび地球規模の気候に悪影響を与え，また，海水の循

環パターン，種の生息地，堆積物の種類と位置にも影

響を及ぼした可能性がある． 

根本的な問題 

しかし，科学者と一般の人々が依然として抱えてい

る根本的な問題は，古代にさかのぼって大陸を再構築

する際に，海洋地殻とその下のマントルを構成する膨

大な量の物質がどこに行ったのかを理解することだ．

さらに重要なのは，この膨大な量の物質が，時間を進

める際にどこから来るのかという点である． 

 2000 年に，欧州宇宙機関（ ESA ）によって 4 機の

同一のクラスターII 衛星が打ち上げられた．これらの

衛星は，地球の周りでデータを収集するために編隊飛

行を行い，太陽の活動が地球近傍の宇宙環境に与える

影響を研究するために打ち上げられた．これにより，

宇宙歴史において初めて，太陽風が磁気圏とどのよう

に相互作用するか，太陽風が地球近傍の宇宙にどのよ

うに影響を与えるか，そして地球が太陽風内の荷電粒

 

図 7 古代から現代にかけての小地球モデルにおける海岸線の古地理学．古代の海岸線は青い線で示され，古代の海と現代の海は青で陰影が

付けられている．各画像は，古地理学的発展の広範なカバレッジを示すために，順番に 15 度の経度ごとに進行している．注：デボン紀後期

モデルおよびカンブリア紀以前のモデルについては公開されたデータはない（海岸線データは Scotese, 1994 および Smith et al., 1994 

に基づく）． 
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子とどのように反応するかに関する三次元の情報が収

集されることとなった．この新しい情報と関連する発

見は，地球の磁気圏が太陽粒子によって容易に貫通さ

れることを示しているため，欧州宇宙機関のプロジェ

クト科学者たちによって非常に重要だと考えられた． 

 地球の磁気圏は現在，太陽風が地球を通過する際に

起こる，荷電した電子と陽子の粒子から成る閉じ込め

られたプラズマで満たされていることが示されている．

このプラズマの流れは，太陽風の密度と速度の増加，

また太陽風の乱れの増加とともに増加する．磁気圏を

貫通するだけでなく，この研究では，プラズマが地球

の磁場線に沿ってオーロラ帯内を下って移動し，各極

で地球に入り込むことも示されている．この欧州の研

究は，プラズマの侵入がこれまで知られていた以上に

一般的である可能性があり，荷電した電子と陽子が地

球に常に流入する手段を表しているのかもしれないと

科学者たちに示唆した．それでは，私たちが問いかけ，

真剣に考慮しなければならない質問は，これらの粒子-

地球上のすべての物質の構成要素-が地球に入った後，

いったいどうなるのか，ということである． 

 地球の質量と半径が時間とともに増加する原因とな

るメカニズムとして，太陽粒子が極地で地球に入り，

最も可能性が高いのはコアとマントルの境界に位置す

る 200～300 km の厚さを持つ D”層で新しい物質とし

て再結合することが考えられている．この物質生成プ

ロセスは，地球上に存在するすべての新しいおよび既

存の元素や鉱物種の形成の基盤を表している．さらに，

地球内部で新しい物質が形成されることが，時間をか

けてマントルの質量と体積の増加を引き起こすと考え

られている．マントルの体積の増加は，現在見られ，

すべての中洋裂け目帯に沿った拡張として保存されて

いる大陸地殻の拡張に転送される．中洋裂け目帯での

表面地殻の拡張は，さらに新しい玄武岩質の溶岩の侵

入と，新しい海水および大気ガスの排出を伴う（図 8）． 

まとめ 

数学に基づいた観測データの収集がプレートテクト

ニクスの考え方をあまりにも強く制約しているため，

科学者たちは現在，すべてのグローバルな観測データ

の解釈と活用に関する提案に対して無視しているのが

残念である．地質学的，地理的，また生物地理学的デ

ータが示すところによれば，ここで簡単に紹介された

ような実現可能な代替案が存在しており，現代の科学

は従来の数学的に基づく科学が現在私たちに信じさせ

ているものとはまったく異なる物語を語っている． 

 ここで使用された現代の全球地質図のデータは，地

球の表面積を一定の値に制約し続けることに何か深刻

な問題があることを示している．膨張する地球理論の

時代はとっくに過ぎ去ったが，私たちはこの地質図デ

ータの正確なモデル化が単なる偶然だと考え続ける正

当性があるのだろうか．今こそ，科学が真剣に，プレ

ートテクトニクスが地球表面積が増加するシナリオに

より適している可能性があることを考慮し，地質学的

および地理的観測データを時代遅れで狭隘な静的表面

積地球の仮定に制約し続けることに疑問を持つべき時

期である． 
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